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(57)【要約】
【課題】静止画像の画質を向上させつつランプの長寿命
化を達成する。
【解決手段】照明光を通過させる開口部と照明光を遮光
する遮光部とを有し、照明光を電子内視鏡に進行させる
開口期間と照明光を遮光する遮光期間を繰り返し発生さ
せる回転板と、照明光を通過させる透過状態と照明光を
遮光する遮光状態とを切り替え可能な遮光板と、静止画
像の取得を開始するための操作手段と、操作手段の操作
により静止画像の取得に切り替わると、照明光の光量を
上げて撮像素子の露光を行った後に照明光の光量を下げ
、照明光の光量を下げている間に遮光板を遮光状態に切
り替え、開口期間において照明光を遮光するとともに、
静止画像の取得から動画像の取得に切り替わる際に、照
明光の光量を動画像取得時の光量に戻し、遮光板を透過
状態に復帰させるシステムコントロール部とを有する電
子内視鏡システムを提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象部位の動画像あるいは静止画像を取得するための撮像素子を有する電子内視鏡、該
対象部位を撮像するための照明光を供給する光源と該撮像素子によって生成された対象部
位の動画像あるいは静止画像の画像信号を信号処理して映像信号に変換する処理回路とを
有するビデオプロセッサ、及び該ビデオプロセッサから映像信号を受信して表示するモニ
タ、を有する電子内視鏡システムにおいて、
　該電子内視鏡システムは、さらに、
　　前記照明光を通過させる開口部と該照明光を遮光する遮光部とを有し、所定の回転速
度で回転することにより、該照明光を該開口部を通過させて前記電子内視鏡に進行させる
開口期間と該照明光を該遮光部により遮光する遮光期間を繰り返し発生させる回転板と、
　　前記照明光を通過させる透過状態と該照明光を遮光する遮光状態とを切り替え可能な
遮光板と、
　　静止画像の取得を開始するための操作手段と、
　　前記操作手段による静止画像取得操作により動画像の取得から静止画像の取得に切り
替わると、前記照明光の光量を上げて前記撮像素子の露光を行った後に、該照明光の光量
を下げ、該照明光の光量を下げている間に、前記遮光板を透過状態から遮光状態に切り替
え、前記開口期間において該照明光を遮光するとともに、静止画像の取得から動画像の取
得に切り替わる際に、該照明光の光量を動画像取得時の光量に戻し、該遮光板を透過状態
に復帰させるように、前記回転板、前記光源並びに該遮光板を制御するシステムコントロ
ール部と、を有する、
ことを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項２】
　前記システムコントロール部は、
　前記操作手段により静止画像取得操作が実行されると、
　　前記開口期間と同期して前記照明光の光量を上げ、
　　前記照明光の光量を上げた前記開口期間の経過後に、所定の光源冷却期間だけ、該照
明光の光量を、動画像の取得時の照明光の光量よりも下げ、
　　前記所定の光源冷却期間中、前記遮光板を透過状態から遮光状態に切り替え、
　　前記所定の光源冷却期間の経過後に、前記光源が出射する照明光の光量を動画像取得
時の光量に戻し、
　　前記所定の光源冷却期間と重なる開口期間において前記遮光板の遮光状態を維持した
後に、該遮光板を透過状態に復帰させるように、前記回転板、前記光源並びに該遮光板を
制御する、
ことを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項３】
　前記所定の光源冷却期間は、以下の式（１）により求められる、

ここで、Ｔｃｏｏｌは前記所定の光源冷却期間、Ｉｍａｘは前記開口期間と同期して前記
照明光の光量を上げたときに前記光源に供給される電流の電流値、Ｉｍｉｎは該照明光の
光量を静止画像の取得開始前の照明光の光量よりも下げたときに該光源に供給される電流
の電流値、Ｉｒは該光源に供給される電流の定格値、Ｔｂｓｔは該開口期間と同期して該
照明光の光量を上げたときに該光源に供給される電流の電流増幅期間である、
ことを特徴とする請求項２に記載の電子内視鏡システム。
【請求項４】
　前記操作手段は、前記電子内視鏡の操作部に含まれることを特徴とする請求項１から請
求項３のいずれか一項に記載の電子内視鏡システム。
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【請求項５】
　前記操作手段は、前記ビデオプロセッサのフロントパネルに含まれることを特徴とする
請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡システムに関し、より詳しくは、通常観察用の照明光と特殊光観
察用の照明光を出射するための光源装置を備える電子内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、患者の体腔内に細径で長尺の挿入部を挿入することにより、対象部位の観察
及び撮像を行うことができる電子内視鏡システムが広く用いられている。電子内視鏡の挿
入部先端には撮像素子（ＣＣＤイメージセンサやＣＭＯＳイメージセンサなど）が設けら
れており、撮像素子により光電変換されて出力される画像信号が、電子内視鏡内を挿通さ
れた同軸ケーブルなどの伝送ケーブルを介して、電子内視鏡と接続されるビデオプロセッ
サに伝送される。
【０００３】
　電子内視鏡システムには、電子内視鏡に撮像のための照明光を供給する光源装置が設け
られている。光源装置から出射される照明光は、調光装置によって光量が調整される。調
光装置の１つとしてロータリシャッタが挙げられる。特許文献１には、ロータリシャッタ
を用いた調光装置が開示されている。特許文献１のロータリシャッタは、周方向に沿って
円弧形状に形成された開口部を有する回転板を２枚重ね、各回転板を可変の回転速度で回
転させる。光源装置からの照明光は、各回転板の開口部を透過する際に互いの開口部が重
なる面積に応じて所望の光量に調整されて電子内視鏡に供給される。光源装置では、照明
光が回転板の開口部を通過して電子内視鏡に進行する開口期間に同期して、ランプ電流を
増加させて照明光の光量を上げ、開口期間が経過するとランプ電流を減少させて光量を下
げ、これを繰り返して照明光の光量を増減させている。照明光の光量を変更する場合は、
各回転板の回転位相を相対的にシフトさせることにより、各回転板の開口部が重なる面積
を変更する。
【０００４】
　また、電子内視鏡システムでは、動画像と静止画像を取得することができる。動画像を
生成する場合は、撮像素子から、フィールド転送により、例えば１／６０秒の時間間隔ご
とに隣接するラインの画素が互いに加算された状態で奇数フィールド、偶数フィールドの
画像信号として順次読み出されてモニタに出力される。特許文献１の電子内視鏡システム
では、電子内視鏡に供給される照明光を遮光する遮光チョッパが設けられている。術者が
電子内視鏡の操作部に設けられた静止画像取得用の操作ボタンを押下すると、遮光チョッ
パが作動して、対象部位が露光された後、照明光が遮光され、静止画像信号処理が実行開
始される。静止画像を生成する場合は、フレーム転送により、遮光チョッパにより遮光さ
れている期間を利用して、奇数ライン及び偶数ラインを合わせた全ラインの画像信号を転
送することにより静止画像用の画素信号が得られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１０４６１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、上記のような従来の電子内視鏡システムでは、静止画像取得時の光量は、動
画像取得時の光量のままであるため、光量不足となる場合があり、明るさが不十分な静止
画像がモニタに表示され診断に支障をきたす可能性がある。また、静止画像を生成する処
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理において、明るさやγ値やコントラストなどを調整する画像処理を行うと、画像信号に
含まれるノイズも増大して画質が低下する可能性がある。
【０００７】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものである。本発明の目的は、良好な動画像を取
得しつつ静止画像の画質を向上させることが可能な光源装置を備える電子内視鏡システム
を提供することである。さらに、静止画像取得時における光量不足を解消しつつ消費電流
を抑えることも目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の電子内視鏡システムは、対象部位の動画像あるいは静止画像を取得するための
撮像素子を有する電子内視鏡、対象部位を撮像するための照明光を供給する光源と撮像素
子によって生成された対象部位の動画像あるいは静止画像の画像信号を信号処理して映像
信号に変換する処理回路とを有するビデオプロセッサ、及びビデオプロセッサから映像信
号を受信して表示するモニタを有する電子内視鏡システムにおいて、電子内視鏡システム
は、さらに、照明光を通過させる開口部と照明光を遮光する遮光部とを有し、所定の回転
速度で回転することにより、照明光を開口部を通過させて電子内視鏡に進行させる開口期
間と照明光を遮光部により遮光する遮光期間を繰り返し発生させる回転板と、照明光を通
過させる透過状態と照明光を遮光する遮光状態とを切り替え可能な遮光板と、静止画像の
取得を開始するための操作手段と、操作手段による静止画像取得操作により動画像の取得
から静止画像の取得に切り替わると、照明光の光量を上げて撮像素子の露光を行った後に
、照明光の光量を下げ、照明光の光量を下げている間に、遮光板を透過状態から遮光状態
に切り替え、開口期間において照明光を遮光するとともに、静止画像の取得から動画像の
取得に切り替わる際に、照明光の光量を動画像取得時の光量に戻し、遮光板を透過状態に
復帰させるように、回転板、光源並びに遮光板を制御するシステムコントロール部とを有
する。
【０００９】
　好ましくは、システムコントロール部は、操作手段により静止画像取得操作が実行され
ると、開口期間と同期して照明光の光量を上げ、照明光の光量を上げた開口期間の経過後
に、所定の光源冷却期間だけ、照明光の光量を、動画像の取得時の照明光の光量よりも下
げ、所定の光源冷却期間中、遮光板を透過状態から遮光状態に切り替え、所定の光源冷却
期間の経過後に、光源が出射する照明光の光量を動画像取得時の光量に戻し、所定の光源
冷却期間と重なる開口期間において遮光板の遮光状態を維持した後に、遮光板を透過状態
に復帰させるように、回転板、光源並びに遮光板を制御する。
【００１０】
　さらに好ましくは、所定の光源冷却期間は、以下の式（１）により求められる。
【００１１】
【数１】

【００１２】
　ここで、Ｔｃｏｏｌは所定の光源冷却期間、Ｉｍａｘは開口期間と同期して照明光の光
量を上げたときに光源に供給される電流の電流値、Ｉｍｉｎは該照明光の光量を静止画像
の取得開始前の照明光の光量よりも下げたときに該光源部に供給される電流の電流値、Ｉ

ｒは該光源部に供給される電流の定格値、Ｔｂｓｔは該開口期間と同期して該照明光の光
量を上げたときに該光源部に供給される電流の電流増幅期間である。さらに、操作手段は
、電子内視鏡の操作部やビデオプロセッサのフロントパネルに含まれる。
【発明の効果】
【００１３】
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　本発明の電子内視鏡システムによれば、静止画像取得時のみ光源への電流を増加させて
いるため、従来の電子内視鏡システムのように光源への電流の増減を繰り返す必要がない
。また、回転板の開口期間と光源への電流の増加を同期させているため、必要な時間だけ
照明光の光量を上げることができる。さらに、光源への電流を増加させた後に光源冷却期
間を確保している。従って、光源の長寿命化を達成することができる。また、動画像取得
時は光量を増加しないため、動画像にハレーションを発生させずに静止画像の画質を向上
させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の一実施形態における電子内視鏡システムを示す概略図である。
【図２】図２は、本発明の一実施形態における電子内視鏡システムの回転板を示す模式図
である。
【図３】図３は、本発明の一実施形態における電子内視鏡システムの各部の処理のタイミ
ングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して、本発明の一実施形態における電子内視鏡システムについて説明
する。
【００１６】
　図１に、本実施形態における電子内視鏡システム１００の概略図を示す。電子内視鏡シ
ステム１００は、電子内視鏡１、ビデオプロセッサ２、モニタ３、キーボード４を備えて
いる。ビデオプロセッサ２のランプ３３は、光源としてキセノンランプ、ハロゲンランプ
、水銀ランプ、メタルハライドランプなどの高輝度ランプを備え、電子内視鏡１による撮
像のための白色光などの照明光を発生する。ランプ３３の電源はランプ制御部３４から供
給される。ランプ３３から出射された照明光は、集光光学系３２及びアクチュエータとし
てのソレノイドに接続された遮光板３５を経由して、第１の回転板１２及び第２の回転板
１７に入射する。遮光板３５は、システムコントロール部２６の制御に基づいてソレノイ
ドが電磁駆動されることで照明光を遮光するシャッタとして機能する。
【００１７】
　第１の回転板１２は、モータ１３の駆動力により回転軸を中心として回転する。モータ
１３にはロータリエンコーダ１４が設けられている。ロータリエンコーダ１４は、モータ
１３の回転周波数などの制御情報を検出してモータ制御回路１６に送る。モータ制御回路
１６は、タイミングコントロール部２７からのタイミング制御信号とロータリエンコーダ
１４からの制御情報に基づいてドライバ１５に制御信号を送る。ドライバ１５は、モータ
制御回路１６からの制御信号に基づいてモータ１３を駆動する。このようにモータ１３を
フィードバック制御することにより、第１の回転板１２を所望の回転速度にて回転する。
【００１８】
　図２に第１の回転板１２の模式図を示す。第１の回転板１２には、回転軸Ｃを中心とす
る円弧形状の開口部１２ａが第１の回転板１２の周方向に沿って設けられている。また、
第１の回転板１２において、開口部１２ａ以外は遮光部１２ｂが形成されている。従って
、ランプ３３からの照明光（図２ではＬで示す）は、第１の回転板１２の回転に合わせて
開口部１２ａと遮光部１２ｂに交互に入射する。照明光は、開口部１２ａに入射するとき
は開口部１２ａを通過して第２の回転板１７に進行し、遮光部１２ｂに入射するときは遮
光される。
【００１９】
　第２の回転板１７は、第１の回転板１２と同様に、モータ１８によって回転される。ま
た、モータ１３にはロータリエンコーダ１９が設けられており、ロータリエンコーダ１９
はモータ制御回路２１に接続されている。そして、モータ制御回路２１は、タイミングコ
ントロール部２７及びドライバ２０に接続されている。また、ドライバ２０はモータ１８
に接続されている。第２の回転板１７の回転を制御する各部の処理については、第１の回
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転板１２の場合と同じであるため、図示及び説明は省略する。第２の回転板１７にも、回
転軸を中心とする円弧形状の開口部が回転板の周方向に沿って設けられている。また、第
２の回転板１７において、開口部以外は遮光部が形成されている。なお、第１の回転板１
２の開口部と第２の回転板１７の開口部は、大きさ及び形状が同じで回転軸から同じ距離
だけ離れた位置に設けられている。従って、第１の回転板１２の開口部を通過した照明光
は、第２の回転板１７の回転に合わせて開口部又は遮光部に入射する。そして、照明光は
、開口部に入射するときは開口部を通過して絞り２２に進行し、遮光部に入射するときは
遮光される。
【００２０】
　第１の回転板１２と第２の回転板１７は、互いの回転軸が同一直線上にあり、互いに独
立して同一方向に回転する。また、第１の回転板１２と第２の回転板１７の回転速度も独
立して制御することができるため、所望の回転位相差にて第１の回転板１２と第２の回転
板１７を回転させることができる。第１の回転板１２と第２の回転板１７の回転位相差が
生じることで、互いの開口部が回転位相差に応じた回転角だけずれて回転する。回転位相
差を大きく又は小さくすることにより、回転軸方向において互いの開口部が重なる面積が
小さく又は大きくなる。従って、回転位相差を変更することにより、絞り２２に到達する
照明光の光量を減少又は増加させることができる。絞り２２では、第１の回転板１２と第
２の回転板１７を透過した照明光の光量の微調整を行うことができる。絞り２２は、モー
タ２３によって開度が制御される。絞り２２による調光では、例えば、調光回路２５にて
、撮像素子としてのＣＣＤからの画像信号に基づいて信号処理回路８にて生成される輝度
信号Ｙから、被写体としての観察対象部位の明るさの平均値を示す平均輝度値が演算され
る。そして、演算された平均輝度値と、被写体像の基準となる明るさを示す参照輝度値と
が比較される。そして、かかる比較結果としての平均輝度値と参照輝度値との差分に基づ
いて、絞り２２が目標の絞り込み位置に達するまでの絞り込み量が計算される。計算され
た絞り２２の絞り込み量に応じてモータ２３を駆動するための制御信号がドライバ２４に
送られ、モータ２３がドライバ２４の制御によって駆動されて絞り２２の開度が変更され
、照明光の光量が調節される。
【００２１】
　絞り２２によって光量が調節された照明光は、ライトガイド１１の入射端面に進行して
電子内視鏡１の先端まで伝搬する。ライトガイド１１は、電子内視鏡１とビデオプロセッ
サ２との接続部である基部１ｃから電子内視鏡１の操作部１ｂ及び体腔内挿入部１ａを挿
通して該体腔内挿入部１ａの先端まで延びている。術者により把持される操作部１ｂには
、術者により各種操作を行うための複数の操作ボタン１ｄ、アングルノブ（図示せず）、
処置具挿入口（図示せず）などが設けられている。処置具挿入口は、電子内視鏡１の先端
に設けられている処置具用開口（図示せず）に通じている。術者は、処置具挿入口から鉗
子などの処置具を挿入し、電子内視鏡１内に設けられた処置具挿通チャンネル（図示せず
）を通じて処置具用開口から処置具を出没させ、体腔内の組織を採取するなどの処置を行
う。アングルノブは、その回動操作に応じて電子内視鏡１の体腔内挿入部１ａの先端部を
湾曲させる。また、各ボタンの操作により、観察対象部位への送気や送水、体液などの吸
引、モニタ３上の画面の静止、画像記録媒体への観察対象部位の静止画像や動画の記録な
ど、種々の処理を行うことができる。
【００２２】
　電子内視鏡１の先端には、配光光学系５や集光光学系６が配置されている。配光光学系
５は、ランプ３３からの照明光を伝搬するライトガイド１１の出射端面と対向する位置に
設けられており、ライトガイド１１が伝搬した照明光を対象部位に出射する。集光光学系
６は、対象部位からの反射光をＣＣＤ７の受光面に集光させて対象部位の像を結ばせる。
【００２３】
　ＣＣＤ７において、受光された光は光電変換されて画像信号が生成され、画像信号はプ
リアンプ（図示せず）によって増幅された後、電子内視鏡１の基部１ｃ内に設けられた信
号処理回路８に送られる。信号処理回路８において、画像信号は、輝度信号Ｙ及び色差信
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号Ｃｂ，Ｃｒからなる画像信号に変換されてデジタル信号化された後、ビデオプロセッサ
２の画像生成回路２８に送られる。また、電子内視鏡１の基部１ｃにおいて、制御回路１
０が信号処理回路８及びＥＥＰＲＯＭ９に接続されている。制御回路１０は、電子内視鏡
１をビデオプロセッサ２に接続したときに、ビデオプロセッサ２側で種々の制御を行う上
で必要となる電子内視鏡１の識別情報やＣＣＤ７に関する情報などを、ＥＥＰＲＯＭ９か
ら読み出して、ビデオプロセッサ２のシステムコントロール部２６に送る。さらに、制御
回路１０は、ビデオプロセッサ２のシステムコントロール部２６から受信する信号に基づ
いてＣＣＤ７の駆動や信号処理回路８の処理を制御する。
【００２４】
　ビデオプロセッサ２の画像生成回路２８は、電子内視鏡１の信号処理回路８から送られ
てくる画像信号に対して種々の画像処理を施す。画像生成回路２８は、信号処理回路８か
ら送られてくる輝度信号Ｙ及び色差信号Ｃｂ，Ｃｒをそれぞれ増幅した後、画像信号の色
補正を行う。さらに画像生成回路２８は、入力される輝度信号Ｙ及び色差信号Ｃｂ，Ｃｒ
を混色のない３原色信号Ｒ，Ｇ，Ｂに変換して出力する。変換されたＲ，Ｇ，Ｂの各画像
信号は、それぞれ増幅されて適切な信号レベルに調整された後に、各色ごとに画像生成回
路２８内の画像メモリ（図示せず）に格納される。画像メモリからは１フレーム分の信号
が読み出され、タイミングコントロール部２７から出力される水平同期信号及び垂直同期
信号が付加されて、ビデオプロセス部２９に送られる。ビデオプロセス部２９にて、画像
信号はデジタルビデオ信号やＲＧＢビデオ信号、コンポジットビデオ信号、Ｓビデオ信号
等に変換された後、観察画像の映像信号としてモニタ３に出力される。術者は、モニタ３
に表示される観察画像を確認しながら体腔内の部位の観察や治療を行う。
【００２５】
　ここで、図３のタイミングチャートを参照しながら本実施形態における電子内視鏡シス
テムの各部の動作について説明する。なお、便宜上、回転板の開口及び遮光のタイミング
は、第１の回転板１２と第２の回転板１７を１つの回転板とみなして示すこととする。ま
た、便宜上、ランプ３３に供給するランプ電流のレベルを高、中、低の３段階に分け、動
画像の撮像時は、中レベルにてランプ電流を供給するものとする。本実施形態では、回転
板は１／３０秒で１回転し、ランプ３３からの照明光を１／９０秒だけ開口部を透過させ
、続く１／４５秒は遮光部により遮光する。そして、１／３０秒ごとに照明光の透過と遮
光を繰り返すことで電子内視鏡１に照明光を供給する。ＣＣＤ７は、回転板の開口及び遮
光のタイミングと同期して電荷の蓄積及び蓄積電荷の転送を行う。動画像を取得している
ときは回転板の開口期間中に露光が行われて電荷を蓄積し、回転板の遮光期間中に蓄積し
た電荷を転送する。
【００２６】
　本実施形態において、ＣＣＤ７はインターレース走査を行う。動画像をモニタ３に表示
する場合、フィールド読み出し、すなわちフィールド転送が行われ、制御回路１０から送
られてくる駆動信号に基づいて、１／６０秒の時間間隔ごとに隣接する画素が互いに加算
された状態で奇数フィールド、偶数フィールドの画像信号が順次読み出され、信号処理回
路８に転送される。すなわち、いわゆる色差線順次方式によってＣＣＤ７の画像信号が読
み出される。
【００２７】
　一方、術者が静止画像の取得操作を行って静止画像をモニタ３に表示する場合、同一露
光による１フレーム分の画像信号が読み出されるフレーム読み出し、すなわちフレーム転
送が行われる。すなわち、１回の露光でＣＣＤ７に蓄積された１フレーム分の画像信号は
、ＣＣＤ７の画素配列において奇数ラインの画像信号と偶数ラインの画像信号とに分けら
れ、それぞれ１フィールド分の画像信号として順番に読み出される。従って、１フィール
ド分の奇数ライン、偶数ラインの画像信号はそれぞれ信号処理回路８に送られ、画像生成
回路２８にて奇数フィールドの画像信号、偶数フィールドの画像信号として画像処理が施
された後、モニタ３に出力される。
【００２８】
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　ここで、静止画像を取得する際の電子内視鏡システム１００における動作について説明
する。静止画像を取得する場合、術者は、電子内視鏡１の操作部１ｂの操作ボタン１ｄ、
ビデオプロセッサ２のフロントパネル３０に設けられたボタン、キーボード４などを操作
して静止画像の取得を開始する。術者が操作部１ｂの操作ボタン１ｄやフロントパネル３
０のボタンなどを操作すると、静止画像の生成処理のトリガとして静止画像取得パルスＴ
ｒがシステムコントロール部２６に送られる。システムコントロール部２６は、静止画像
取得パルスＴｒを取得すると、ランプ制御部３４に制御信号を送り、回転板の開口期間Ｐ

１の開始に合わせてランプ３３に供給されるランプ電流レベルを高に上げて、ランプ３３
の光量を増加する。また、システムコントロール部２６は、ランプ３３の光量を増加する
回転板の開口期間Ｐ１が終わると同時に遮光板３５の開閉動作を開始する。本実施形態に
おいて、遮光板３５の開動作と閉動作は、それぞれ動作開始から動作完了まで１／４５秒
かかるものとする。遮光板３５は、システムコントロール部２６の制御によって閉動作を
開始する。遮光板３５の閉動作が完了するタイミングと回転板の開口期間Ｐ２が開始する
タイミングは一致する。また、遮光板３５は、システムコントロール部２６の制御により
、閉動作が完了した後、１／９０秒の回転板の開口期間だけ閉状態を維持する。そして、
遮光板３５は、１／９０秒間だけ閉状態を維持した後に開動作を開始する。開動作の開始
から完了までは１／４５秒かかるため、遮光板３５の開動作の完了時間と次の回転板の開
口期間Ｐ３の開始時間が一致する。
【００２９】
　さらにシステムコントロール部２６は、回転板の開口期間Ｐ１の終了に合わせてランプ
３３に供給されるランプ電流レベルを低に下げる。これにより、ランプ電流レベルを高に
上げて照射光量を増加させたことにより一時的に上昇したランプ３３の温度を下げる。こ
こで、ランプ電流レベルを低に下げる期間としてのランプ冷却期間は下記の式（２）によ
り求められる。
【００３０】
【数２】

【００３１】
　ここで、Ｔｃｏｏｌはランプ冷却期間、Ｉｍａｘはランプ電流レベルが高であるときの
ランプ電流の電流値、Ｉｍｉｎはランプ電流レベルが低であるときのランプ電流の電流値
、Ｉｒはランプ電流の定格値、Ｔｂｓｔはランプ電流レベルを高にしたときのランプ電流
の電流増幅期間である。なお、電流増幅期間Ｔｂｓｔと冷却期間Ｔｃｏｏｌの合計期間に
おけるランプ電流の平均消費電流がランプ電流の定格値Ｉｒを超えないようにする。
【００３２】
　図３に示す場合は、ランプ冷却期間が１／１８秒未満である、すなわち、ランプ電流レ
ベルを高にして照明光の光量を増加させている回転板の開口期間Ｐ１が終了してから２つ
後の回転板の開口期間Ｐ３が開始するまでの時間未満である。ランプ冷却期間が終了する
と、ランプ制御部３４はシステムコントロール部２６の制御に基づいてランプ電流レベル
を動画像撮像用の中レベルに戻す。
【００３３】
　遮光板３５により、ランプ電流レベルを高に上げた後に続く回転板の開口期間Ｐ２では
遮光板３５が閉じているので照明光が遮光される。ＣＣＤ７は、ランプ電流レベルを高に
上げた回転板の開口期間Ｐ１が終了すると静止画像の蓄積電荷の転送を開始する。図３に
示すように、動画像の蓄積電荷の転送はフィールド転送により実行し、回転板の開口期間
Ｐ１が終了してから開口期間Ｐ３が終了するまでは、フィールド転送からフレーム転送に
切り替えて静止画像の蓄積電荷の転送を実行する。以上により、静止画像取得時にのみ照
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荷の転送期間を確保しつつ、ランプの冷却を行った後、照明光の光量を動画像撮像用のレ
ベルに戻すことができる。また、静止画像をモニタ３に表示した後も、ランプの光量を、
静止画像を取得する処理を行う前の状態に復帰させて円滑に動画像の撮像処理を続行する
ことができる。
【００３４】
　以上が本発明における実施形態に関する説明である。本発明は、上記の構成に限定され
るものではなく、本発明の技術的思想の範囲において種々の変形が可能である。上記の説
明では、ランプ冷却期間が１／１８秒未満であるため、遮光板３５によって遮光される回
転板の開口期間は期間Ｐ２のみであるが、ランプ冷却期間が１／１８秒以上になる場合は
、遮光板３５により複数の回転板の開口期間にわたって遮光することができる。例えば、
開口期間Ｐ２及びＰ３の間、遮光板３５により照明光を遮光して開口期間Ｐ４から動画像
の撮像を再開するように各部の処理を行うこともできる。また、上記の説明では、動画像
用の画像信号をフィールド転送により、静止画像用の画像信号をフレーム転送によりそれ
ぞれ転送しているが、ランプ冷却期間を確保して動画像の画像処理に復帰することができ
れば、任意の転送方式を採用することができる。また、遮光板３５の閉動作及び開動作の
所要時間は、ランプ冷却期間中の回転板の開口期間において閉状態を維持することができ
れば、上記実施形態の場合では１／４５秒に限らずより短い時間で動作可能にしてもよい
。さらに、遮光板３５は、ランプ３３と第１の回転板１２との間に限らず、照明光の光路
上の任意の位置に配置することができる。
【符号の説明】
【００３５】
１　　電子内視鏡
１ｂ　　操作部
１ｄ　　操作ボタン
７　　ＣＣＤ
１２，１７　　回転板
１２ａ　　開口部
１２ｂ　　遮光部
３３　　ランプ
３４　　ランプ制御部
３５　　遮光板
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